
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
を
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
楽
し
み

な
が
ら
、
街
な
か
を
盛
り
立

て
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
は
、
テ
ー
ブ
ル
65
卓
、

３
０
０
席
と
昨
年
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。
ま
た
、
７
月
17
日

か
ら
８
月
８
日
ま
で
の
前
半

と
、
８
月
22
日
か
ら
９
月
12
日

ま
で
の
後
半
の
全
45
日
間
、

ロ
ン
グ
ラ
ン
営
業
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

毎
日
、
日
替
わ
り
で
出
店

す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ほ
か
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
担
当
者
か
ら
は

「
会
場
は
駅
前
の
広
場
で
す
の

で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し

く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
屋

外
で
す
が
市
の
指
定
す
る
禁

煙
区
域
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
く
だ
さ
い
」
と
、
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

小
牧
市
は
駅
前
を
立
ち
寄

り
た
く
な
る
場
所
、
人
々
が

集
い
賑
わ
う
場
所
に
し
よ
う

と
芝
生
広
場
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
駅
前
を
も
っ
と
も
っ

と
元
気
に
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
場
所
に
し
よ
う
！
と
、
立

ち
上
が
っ
た
の
が
「
ま
ち
研
」

こ
と
「
小
牧
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
合
同
会
社
」
で
す
。

　

小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

合
同
会
社
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
「
街
中
に
期
待
し
て
い

る
こ
と
や
、
企
画
し
て
ほ
し

い
こ
と
」
な
ど
を
調
査
し
た

り
、
勉
強
会
を
開
い
た
り
し

て
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
加
藤
さ
ん
は
「
小

牧
市
に
ぎ
わ
い
広
場
が
本
当

の
意
味
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

に
ぎ
わ
い
広
場
に
な
る
よ
う

２
０
２
４
年
夏
か
ら
、「
小
牧
市
に
ぎ
わ
い
広
場
駅
西
エ
リ
ア
」

２
０
２
４
年
夏
か
ら
、「
小
牧
市
に
ぎ
わ
い
広
場
駅
西
エ
リ
ア
」

で
開
催
さ
れ
て
き
た
「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」。
今
年
も
開
催
が

で
開
催
さ
れ
て
き
た
「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」。
今
年
も
開
催
が

決
定
！
き
っ
と
多
く
の
人
が
待
ち
望
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
実

決
定
！
き
っ
と
多
く
の
人
が
待
ち
望
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
実

施
す
る
「
ま
ち
研
」
こ
と
「
小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
合
同
会
社
」

施
す
る
「
ま
ち
研
」
こ
と
「
小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
合
同
会
社
」

代
表
の
加
藤
紀
文
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

代
表
の
加
藤
紀
文
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

合
同
会
社
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３
年
目
を
迎
え
、
小
牧
の

夏
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て

き
た
「
小
牧
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー

デ
ン
」。

　

毎
年
期
間
中
に
は
、
こ
ど

も
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

友
人
知
人
の
グ
ル
ー
プ
、
会

社
帰
り
の
同
僚
、
カ
ッ
プ
ル

な
ど
多
く
の
人
で
連
日
超
満

員
の
大
盛
況
（
ペ
ッ
ト
と
の

同
伴
も
可
※
）。
近
隣
の
市
町

か
ら
来
る
人
や
観
光
や
仕
事

で
市
内
に
宿
泊
す
る
人
な
ど
、

「
多
く
の
に
ぎ
わ
い
」
が
溢
れ

て
い
ま
す
。

　

真
夏
と
は
言
え
、
日
没
後

の
芝
生
の
上
は
街
な
か
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
涼
し
く
、
芝

生
の
広
場
全
体
に
ゆ
っ
た
り

と
配
置
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
は

隣
席
を
気
に
せ
ず
、
の
ん
び

り
と
過
ご
せ
ま
す
。
提
灯
の

灯
り
も
風
情
た
っ
ぷ
り
で
、

居
心
地
が
抜
群
に
い
い
！

問
合
せ
：
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

か
ら
Ｄ
Ｍ
を
お
願
い
し
ま
す
。

駅
前
を
盛
り
上
げ
る
！

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

小牧市にぎわい広場に並ぶキッチンカー

小
牧
の
夏
の
風
物
詩

小
牧
の
夏
の
風
物
詩

「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」開
催
！

「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」開
催
！

たくさんの人で賑わう昨年の様子

※
ペ
ッ
ト
同
伴
も
可
能
で
す
が
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
他
の
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

合
同
会
社
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
二
十
歳
以

上
の
方
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
興
味
の
あ
る
方
、
準
備

か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
方
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
Ｄ
Ｍ
か
ら
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

市民レポーターの皆さんが、市内のさまざまな
場所に出かけて、市民ならではの視点から

小牧の魅力や身近な話題について
取材した様子を、毎月紹介
していくコーナーです！

今
回
の
取
材
先

編
集
後
記

編
集
後
記

　

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
！
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、

街
な
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
ね
。

み
く
る
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今
年
、
小
牧
市
観
光
協
会
は
、
法
人
化

　

今
年
、
小
牧
市
観
光
協
会
は
、
法
人
化
1010
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
を
迎
え
ま
す
。

織
田
信
長
が
造
っ
た
石
垣
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
小
牧
山
城
は

織
田
信
長
が
造
っ
た
石
垣
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
小
牧
山
城
は

全
国
的
に
知
名
度
を
上
げ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
と
な

全
国
的
に
知
名
度
を
上
げ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
と
な

り
ま
し
た
。
市
観
光
協
会
事
務
局
長
の
八
木
裕
介
さ
ん
に
こ
れ

り
ま
し
た
。
市
観
光
協
会
事
務
局
長
の
八
木
裕
介
さ
ん
に
こ
れ

ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
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今
か
ら
41
年
前
の
１
９
８
５
年
、

市
観
光
協
会
は
発
足
し
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
７
月
、
小

牧
駅
前
観
光
案
内
所
を
当

時
の
都
市
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
、
翌
年
の
小
牧
山
城
築
城

４
５
０
年
記
念
事
業
に
合
わ

せ
、
市
役
所
に
あ
っ
た
事
務

局
と
と
も
に
現
在
の
場
所
に

移
転
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
8
月
に
は
一
般

社
団
法
人
と
し
て
法
人
化
し

て
、
今
年
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

法
人
化
し
て
、
多
角
的
な

情
報
発
信
や
市
外
、
県
外
へ

の
イ
ベ
ン
ト
出
展
な
ど
民

間
で
あ
る
こ
と
の
特
性
を

生
か
し
た
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
小
牧
山
城
天
下

と
り
隊
」
の
イ
ラ
ス
ト
制
作

や
三
英
傑
の
武
将
印
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど
の
制

作
、
小
牧
の
推
奨
品
の
選

定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
い
、
小
牧
の
観
光
Ｐ

Ｒ
に
尽
力
。

　

ま
た
、
法
人
化
さ
れ
た

こ
と
で
組
織
の
信
頼
性
も

上
が
り
、
新
た
な
事
業
展

開
の
可
能
性
も
広
が
り
ま

し
た
。

　

事
務
局
長
の
八
木
さ
ん

は
「
小
牧
山
城
の
信
長
の

石
垣
が
発
見
さ
れ
て
以

来
、『
小
牧
が
観
光
都
市
に

な
る
』
と
い
う
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
歴
史

好
き
の
人
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
人
に
も
分
か
り
や

す
く
小
牧
山
城
の
面
白
さ

や
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
う
し
、

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
な
ど
小

牧
山
城
以
外
に
も
た
く
さ

ん
あ
る
地
域
資
源
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
パ
ワ
フ
ル
に
！

法
人
化
し
て
で
き
る
こ
と

法
人
化
10
周
年
記
念
講
演
会

「
小
牧・長
久
手
か
ら
関
ヶ
原
へ

  

徳
川
家
康
天
下
人
の
道
」

小牧駅の1階にある小牧市観光協会の外観

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
、
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
他
に
は
な
い
！
小
牧
の
魅

力
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
社
）
小
牧
市
観
光
協
会

住
所
：
中
央
１
・
２
６
０

電
話
：
39
・
６
１
２
３

営
業
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

定
休
日
：
木
曜
日

ホームページ

Instagram

小牧山城天下とり隊。デ
ザインはオオシカケンイ
チさんで、小牧出身のイ
ラストレーター

右が織田信長、中が徳川家康、左が豊臣秀吉

御城印帳

信長花押印家康武将印

法
人
化
後
、
制
作
さ
れ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
一
例

信
長
手
ぬ
ぐ
い

小
牧
長
久
手
の
合
戦
手
ぬ
ぐ
い

小牧長久手の合戦扇子

信長扇子

信長花押印、家康武将印は大人気グッズ！

日
に
ち
：
８
月
４
日
㈫

時
間
：
午
後
３
時
〜

場
所
：
ラ
ピ
オ
５
階

　
　
　
　

あ
さ
ひ
ホ
ー
ル

人
数
：
申
込
み
先
着
順

　
　
　

２
０
０
人

講
演
者
：
德
川
家
広
さ
ん

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

德
川
宗
家
第
19
代
当
主

※
申
込
み
は

７
月
１
日
㈬
〜

祝　

小
牧
市
観
光
協
会　

法
人
化

祝　

小
牧
市
観
光
協
会　

法
人
化
1010
周
年
周
年

今
回
の
取
材
先

編
集
後
記

編
集
後
記

　

小
牧
山
城
は
、
毎
年
発

見
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

戦
国
の
歴
史
が
ま
だ
、
眠
っ

て
い
る
場
所
だ
と
。
こ
ん

な
魅
力
的
な
場
所
は
小
牧

だ
け
で
す
よ
！

ヤ
ン
メ
イ
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さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
を
こ

れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
楽
し
み

な
が
ら
、
街
な
か
を
盛
り
立

て
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
は
、
テ
ー
ブ
ル
65
卓
、

３
０
０
席
と
昨
年
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。
ま
た
、
７
月
17
日

か
ら
８
月
８
日
ま
で
の
前
半

と
、
８
月
22
日
か
ら
９
月
12
日

ま
で
の
後
半
の
全
45
日
間
、

ロ
ン
グ
ラ
ン
営
業
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

毎
日
、
日
替
わ
り
で
出
店

す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ほ
か
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
担
当
者
か
ら
は

「
会
場
は
駅
前
の
広
場
で
す
の

で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し

く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
屋

外
で
す
が
市
の
指
定
す
る
禁

煙
区
域
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
く
だ
さ
い
」
と
、
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

小
牧
市
は
駅
前
を
立
ち
寄

り
た
く
な
る
場
所
、
人
々
が

集
い
賑
わ
う
場
所
に
し
よ
う

と
芝
生
広
場
が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
駅
前
を
も
っ
と
も
っ

と
元
気
に
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
場
所
に
し
よ
う
！
と
、
立

ち
上
が
っ
た
の
が
「
ま
ち
研
」

こ
と
「
小
牧
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
合
同
会
社
」
で
す
。

　

小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

合
同
会
社
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
「
街
中
に
期
待
し
て
い

る
こ
と
や
、
企
画
し
て
ほ
し

い
こ
と
」
な
ど
を
調
査
し
た

り
、
勉
強
会
を
開
い
た
り
し

て
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
加
藤
さ
ん
は
「
小

牧
市
に
ぎ
わ
い
広
場
が
本
当

の
意
味
で
市
民
の
皆
さ
ん
の

に
ぎ
わ
い
広
場
に
な
る
よ
う

２
０
２
４
年
夏
か
ら
、「
小
牧
市
に
ぎ
わ
い
広
場
駅
西
エ
リ
ア
」

２
０
２
４
年
夏
か
ら
、「
小
牧
市
に
ぎ
わ
い
広
場
駅
西
エ
リ
ア
」

で
開
催
さ
れ
て
き
た
「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」。
今
年
も
開
催
が

で
開
催
さ
れ
て
き
た
「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」。
今
年
も
開
催
が

決
定
！
き
っ
と
多
く
の
人
が
待
ち
望
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
実

決
定
！
き
っ
と
多
く
の
人
が
待
ち
望
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
実

施
す
る
「
ま
ち
研
」
こ
と
「
小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
合
同
会
社
」

施
す
る
「
ま
ち
研
」
こ
と
「
小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
合
同
会
社
」

代
表
の
加
藤
紀
文
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

代
表
の
加
藤
紀
文
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

合
同
会
社
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３
年
目
を
迎
え
、
小
牧
の

夏
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て

き
た
「
小
牧
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー

デ
ン
」。

　

毎
年
期
間
中
に
は
、
こ
ど

も
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら

友
人
知
人
の
グ
ル
ー
プ
、
会

社
帰
り
の
同
僚
、
カ
ッ
プ
ル

な
ど
多
く
の
人
で
連
日
超
満

員
の
大
盛
況
（
ペ
ッ
ト
と
の

同
伴
も
可
※
）。
近
隣
の
市
町

か
ら
来
る
人
や
観
光
や
仕
事

で
市
内
に
宿
泊
す
る
人
な
ど
、

「
多
く
の
に
ぎ
わ
い
」
が
溢
れ

て
い
ま
す
。

　

真
夏
と
は
言
え
、
日
没
後

の
芝
生
の
上
は
街
な
か
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
涼
し
く
、
芝

生
の
広
場
全
体
に
ゆ
っ
た
り

と
配
置
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
は

隣
席
を
気
に
せ
ず
、
の
ん
び

り
と
過
ご
せ
ま
す
。
提
灯
の

灯
り
も
風
情
た
っ
ぷ
り
で
、

居
心
地
が
抜
群
に
い
い
！

問
合
せ
：
下
記
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

か
ら
Ｄ
Ｍ
を
お
願
い
し
ま
す
。

駅
前
を
盛
り
上
げ
る
！

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

小牧市にぎわい広場に並ぶキッチンカー

小
牧
の
夏
の
風
物
詩

小
牧
の
夏
の
風
物
詩

「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」開
催
！

「
駅
前
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」開
催
！

たくさんの人で賑わう昨年の様子

※
ペ
ッ
ト
同
伴
も
可
能
で
す
が
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
他
の
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

小
牧
ま
ち
づ
く
り
研
究
所

合
同
会
社
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
二
十
歳
以

上
の
方
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
興
味
の
あ
る
方
、
準
備

か
ら
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
方
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
Ｄ
Ｍ
か
ら
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

市民レポーターの皆さんが、市内のさまざまな
場所に出かけて、市民ならではの視点から

小牧の魅力や身近な話題について
取材した様子を、毎月紹介
していくコーナーです！

今
回
の
取
材
先

編
集
後
記

編
集
後
記

　

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
！
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、

街
な
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
ね
。

み
く
る
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今
年
、
小
牧
市
観
光
協
会
は
、
法
人
化

　

今
年
、
小
牧
市
観
光
協
会
は
、
法
人
化
1010
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
を
迎
え
ま
す
。

織
田
信
長
が
造
っ
た
石
垣
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
小
牧
山
城
は

織
田
信
長
が
造
っ
た
石
垣
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
小
牧
山
城
は

全
国
的
に
知
名
度
を
上
げ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
と
な

全
国
的
に
知
名
度
を
上
げ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
と
な

り
ま
し
た
。
市
観
光
協
会
事
務
局
長
の
八
木
裕
介
さ
ん
に
こ
れ

り
ま
し
た
。
市
観
光
協
会
事
務
局
長
の
八
木
裕
介
さ
ん
に
こ
れ

ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
思
い
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
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今
か
ら
41
年
前
の
１
９
８
５
年
、

市
観
光
協
会
は
発
足
し
ま
し

た
。
２
０
１
２
年
７
月
、
小

牧
駅
前
観
光
案
内
所
を
当

時
の
都
市
セ
ン
タ
ー
内
に
開

設
、
翌
年
の
小
牧
山
城
築
城

４
５
０
年
記
念
事
業
に
合
わ

せ
、
市
役
所
に
あ
っ
た
事
務

局
と
と
も
に
現
在
の
場
所
に

移
転
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
8
月
に
は
一
般

社
団
法
人
と
し
て
法
人
化
し

て
、
今
年
10
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　

法
人
化
し
て
、
多
角
的
な

情
報
発
信
や
市
外
、
県
外
へ

の
イ
ベ
ン
ト
出
展
な
ど
民

間
で
あ
る
こ
と
の
特
性
を

生
か
し
た
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
小
牧
山
城
天
下

と
り
隊
」
の
イ
ラ
ス
ト
制
作

や
三
英
傑
の
武
将
印
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど
の
制

作
、
小
牧
の
推
奨
品
の
選

定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
い
、
小
牧
の
観
光
Ｐ

Ｒ
に
尽
力
。

　

ま
た
、
法
人
化
さ
れ
た

こ
と
で
組
織
の
信
頼
性
も

上
が
り
、
新
た
な
事
業
展

開
の
可
能
性
も
広
が
り
ま

し
た
。

　

事
務
局
長
の
八
木
さ
ん

は
「
小
牧
山
城
の
信
長
の

石
垣
が
発
見
さ
れ
て
以

来
、『
小
牧
が
観
光
都
市
に

な
る
』
と
い
う
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。
歴
史

好
き
の
人
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
人
に
も
分
か
り
や

す
く
小
牧
山
城
の
面
白
さ

や
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
う
し
、

名
古
屋
コ
ー
チ
ン
な
ど
小

牧
山
城
以
外
に
も
た
く
さ

ん
あ
る
地
域
資
源
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
パ
ワ
フ
ル
に
！

法
人
化
し
て
で
き
る
こ
と

法
人
化
10
周
年
記
念
講
演
会

「
小
牧・長
久
手
か
ら
関
ヶ
原
へ

  

徳
川
家
康
天
下
人
の
道
」

小牧駅の1階にある小牧市観光協会の外観

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
、
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
他
に
は
な
い
！
小
牧
の
魅

力
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
社
）
小
牧
市
観
光
協
会

住
所
：
中
央
１
・
２
６
０

電
話
：
39
・
６
１
２
３

営
業
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

定
休
日
：
木
曜
日

ホームページ

Instagram

小牧山城天下とり隊。デ
ザインはオオシカケンイ
チさんで、小牧出身のイ
ラストレーター

右が織田信長、中が徳川家康、左が豊臣秀吉

御城印帳

信長花押印家康武将印

法
人
化
後
、
制
作
さ
れ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
一
例

信
長
手
ぬ
ぐ
い

小
牧
長
久
手
の
合
戦
手
ぬ
ぐ
い

小牧長久手の合戦扇子

信長扇子

信長花押印、家康武将印は大人気グッズ！

日
に
ち
：
８
月
４
日
㈫

時
間
：
午
後
３
時
〜

場
所
：
ラ
ピ
オ
５
階

　
　
　
　

あ
さ
ひ
ホ
ー
ル

人
数
：
申
込
み
先
着
順

　
　
　

２
０
０
人

講
演
者
：
德
川
家
広
さ
ん

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

德
川
宗
家
第
19
代
当
主

※
申
込
み
は

７
月
１
日
㈬
〜

祝　

小
牧
市
観
光
協
会　

法
人
化

祝　

小
牧
市
観
光
協
会　

法
人
化
1010
周
年
周
年

今
回
の
取
材
先

編
集
後
記

編
集
後
記

　

小
牧
山
城
は
、
毎
年
発

見
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

戦
国
の
歴
史
が
ま
だ
、
眠
っ

て
い
る
場
所
だ
と
。
こ
ん

な
魅
力
的
な
場
所
は
小
牧

だ
け
で
す
よ
！

ヤ
ン
メ
イ
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